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フ
ェ
ス
タ
は
同
日
、
代
々

木
公
園
・
野
外
ス
テ
ー
ジ
で

行
わ
れ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
か
ら
始
ま
っ
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
立
っ

た
水
野
会
長
は
、「
私
た
ち
、

緑
の
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

付
け
て
い
る
事
業
用
ト
ラ
ッ

ク
は
、
暮
ら
し
と
産
業
を
支

え
る
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ

り
、
震
災
な
ど
の
発
生
時
に

は
被
災
地
へ
の
救
援
物
資
を

緊
急
輸
送
す
る
な
ど
、
社
会

的
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
で
は
、
私
た
ち
が
日
頃

か
ら
行
っ
て
い
る
交
通
安
全

や
環
境
対
策
の
ほ
か
、
被
災

地
へ
の
復
興
支
援
な
ど
を
、

都
民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す

く
伝
え
る
と
と
も
に
、
業
界

の
役
割
や
取
り
組
み
な
ど
、

実
際
の
様
子
を
見
て
、
感
じ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

た
。セ

レ
モ
ニ
ー
に
は
、
水
野

会
長
を
は
じ
め
副
会
長
各
氏

の
ほ
か
、
関
係
行
政
・
団
体

か
ら
多
く
の
来
賓
が
出
席
。

来
賓
を
代
表
し
て
３
氏（
写

真
は
左
下
）が
あ
い
さ
つ
し

た
。
最
後
に
、
安
全
確
保
、

環
境
保
全
の
観
点
か
ら「
宣

言
」
を
読
み
上
げ
、
フ
ェ
ス

タ
は
幕
を
開
け
た
。

フ
ェ
ス
タ
の
メ
イ
ン
と
な

る
イ
ベ
ン
ト
広
場
に
は
、
職

業
体
験
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ

め
、
本
部
・
支
部
が
一
体
と

な
り
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
ブ

ー
ス
を
出
展
。
協
賛
企
業
・

団
体
、
お
よ
び
関
係
行
政
機

関
で
も
、
業
界
が
取
り
組
む

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
水
野
功
会
長
）は
９
月
15

日
、渋
谷
区
・
代
々
木
公
園
で「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
～
親
子
で
体
験
安
全
と
環
境

～
」を
開
催
し
、都
心
で
は
気
温
30
℃
を
超
え
る
日
が

続
く
中
、
昨
年
を
超
え
る
約
１
万
３
５
０
０
人
が
来

場
し
た
。
フ
ェ
ス
タ
を
通
じ
て
、
日
頃
の
交
通
安
全

や
環
境
対
策
の
取
り
組
み
だ
け
で
な
く
、
被
災
地
へ

の
復
興
支
援
な
ど
業
界
の
理
解
促
進
を
図
っ
た
。

交
通
安
全
と
環
境

保
全
を
テ
ー
マ
に
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
で

盛
り
上
げ
た
。

協
賛
の
ト
ラ
ッ
ク
デ
ィ
ー

ラ
ー
各
社
は
、
小
型
か
ら
大

型
ま
で
様
々
な
ト
ラ
ッ
ク
を

展
示
し
、
来
場
者
は
乗
車
体

験
な
ど
を
通
じ
て
、
ト
ラ
ッ

ク
を
身
近
に
感
じ
る
こ
と
が

で
き
る
機
会
と
な
っ
た
。

今
回
の
フ
ェ
ス
タ
で
は
、

被
災
地
の
復
興
支
援
を
サ
ブ

テ
ー
マ
と
し
、
災
害
支
援
車

両
エ
リ
ア
を
設
置
。
被
災
地

に
救
援
物
資
を
届
け
る
救
援

物
資
輸
送
車
や
協
会
先
導
車

を
展
示
し
た
ほ
か
、
初
め
て

自
衛
隊
東
京
地
方
協
力
本
部

の
協
力
の
も
と
、
被
災
地
で

活
躍
す
る
車
両
を
展
示
。
給

水
車
両
や
野
外
手
術
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
見
学
・
体
験

で
き
た
。

さ
ら
に
、今
年
１
月
１
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
の
被
災
地
支
援
を
目
的

に
、石
川
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

青
年
部
会
メ
ン
バ
ー
の
協

力
の
も
と
、「
石
川
・
能
登

復
興
支
援
ブ
ー
ス
」を

出
展
し
、地
元
特

産
品
や
チ
ャ
リ

テ
ィ
Ｔ
シ
ャ
ツ

な
ど
を
販
売
。

被
災
し
た
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業

者
へ
の
募
金
活

動
も
行
わ
れ
た
。

ト
ラ
ッ
ク
を
身
近
に
体
験

ト
ラ
ッ
ク
を
身
近
に
体
験
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業
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賓を代表して藤田礼子関東運輸局長、山口紀子東京都交通
安全担当課長、長谷部健渋谷区長があいさつし、フェスタは
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トラックフェスタ特集
東ト協、交通事故未然防止を要請
東ト協、経営教育委員会を開催
第24期物流経営士課程修了式
九都県市、ディ車対策強化月間

１・５・８
３
４
４
６

　「
大
型
車
通
行
適

正
化
に
向
け
た
関
東

地
域
連
絡
協
議
会
」

（
事
務
局
・
国
土
交

通
省
関
東
地
方
整
備

局
道
路
部
交
通
対
策

課
）は
、10
月
を「
大

型
車
通
行
適
正
化
推

進
月
間
」
と
し
て
、

荷
主
や
工
事
発
注
部

署
お
よ
び
、
地
方
貨

物
自
動
車
運
送
適
正

化
事
業
実
施
機
関
を

通
じ
て
ト
ラ
ッ
ク
運

送
事
業
者
な
ど
を
対

象
に
、
特
殊
車
両
通

行
制
度
の
遵
守
の
重

要
性
を
周
知
す
る
各

種
啓
発
活
動
を
展
開

す
る
。

　
10
月
25
日
～
27
日

　
今
大
会
で
は
、「
労
働
時

間
規
制
の
強
化
に
対
応
し
た

働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整

備
に
よ
る
労
働
力
の
確
保
と

人
材
育
成
に
向
け
た
諸
対
策

を
推
進
し
よ
う
」「
標
準
的
運

賃
の
届
け
出
促
進
と
適
正
な

運
賃
・
料
金
の
収
受
に
よ
る

持
続
的
な
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
を

推
進
し
よ
う
」「
交
通
事
故
・

労
働
災
害
防
止
対
策
の
徹
底

に
よ
り
安
全
・
安
心
を
確
保

　
関
東
ト
ラ
ッ
ク
協
会（
会
長
・
水
野
功
東
京
都
ト
ラ
ッ

ク
協
会
長
）は
９
月
19
日
、千
葉
県
木
更
津
市
の
か
ず
さ

ア
カ
デ
ミ
ア
ホ
ー
ル
で
、
令
和
６
年
度
・
第
67
回
事
業

者
大
会
を
開
催
し
、
関
東
１
都
７
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か

ら
約
４
０
０
人
が
参
加
し
た
。

　
大
会
で
は「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」を
テ
ー
マ
と

す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
催
し
、
会
員
が
一
致
団
結
し
対

応
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

し
よ
う
」「
大
規
模
災
害
発
生

時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
体
制

の
確
立
を
図
ろ
う
」「
適
正
化

事
業
の
推
進
に
よ
り
法
令
遵

守
を
徹
底
し
よ
う
」「
自
動
車

関
係
諸
税
の
簡
素
化
・
軽
減

を
実
現
し
よ
う
」
の
６
項
目

を
掲
げ
て
開
催
。

　
主
催
者
代
表
と
し
て
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
水
野
会

長
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の

重
要
性
を
社
会
に
浸
透
さ

せ
、
業
界
が
今
後
さ
ら
な
る

発
展
を
遂
げ
て
い
く
た
め
に

た
。

　
ま
た
、「
今
年
か
ら
が
正

念
場
と
な
る『
物
流
の
２
０

２
４
年
問
題
』
と
い
う
逆
境

を
、
当
事
者
で
あ
る
私
た
ち

が
む
し
ろ
好
機
と
捉
え
、
運

賃
の
継
続
的
な
ア
ッ
プ
と
料

金
の
恒
常
的
な
収
受
を
荷
主

に
粘
り
強
く
訴
え
か
け
て
、

こ
れ
ま
で
の
悪
し
き
商
慣
習

や
取
引
環
境
を
変
革
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
」と
訴
え
、

「
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
安
全
性

を
高
め
、
安
心
を
揺
る
ぎ
な

い
も
の
と
し
な
け
れ
ば
、
業

界
に
対
す
る
信
用
は
失
墜

し
、
社
会
的
地
位
の
向
上
は

望
め
な
い
。
日
々
の
事
故
防

止
対
策
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
健
康
管
理
を
徹
底

し
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
安
全

品
質
を
よ
り
一
層
高
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
」と
し
、「
関

東
１
都
７
県
の
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
会
員
が
一
致
団
結
し
、

業
界
全
体
の
確
固
た
る
信
念

と
し
て
一
つ
に
ま
と
ま
り
、

大
き
く
羽
ば
た
く
こ
と
を
願

う
」と
述
べ
た
。

　
大
会
は
、
開
催
県
の
千
葉

県
ト
協
池
田
和
彦
会
長
を

議
長
に
選
出
し
、
山
﨑
正
専

務
理
事（
東
ト
協
専
務
理
事
）

が
第
66
回
大
会
の
内
容
と
昨

年
度
要
望
活
動
に
つ
い
て
報

告
。「
物
流
革
新
に
向
け
た

政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
踏
ま

え
た
２
０
２
４
年
問
題
へ
の

支
援
の
拡
充
と
し
て
、
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
に
よ
る
荷
主
・

元
請
へ
の
働
き
か
け
、要
請
、

勧
告
を
実
施
。
燃
料
価
格
高

に
複
数
局
で
ラ
ジ

オ
広
報
を
実
施
す

る
ほ
か
、
協
議
会

メ
ン
バ
ー
・
工
事

発
注
者
が
ポ
ス
タ

ー（
写
真
）を
一
斉

に
掲
示
、チ
ラ
シ

（
次
号
に
同
封
）を

配
布
す
る
。

　
警
視
庁
交
通
部
長
に
、

８
月
26
日
付
で
日
下
真
一

氏（
警
察
庁
交
通
局
交
通

企
画
課
長
）が
就
任
し
た
。

　
昭
和
45
年
生
ま
れ
、
54

歳
。
京
都
大
学
法
学
部
卒

業
。
平
成
６
年
警
察
庁
入

庁
。
警
察
庁
交
通
局
交
通

規
制
課
長
、
同
局
運
転
免

許
課
長
、
沖
縄
県
警
察
本

部
長
、
警
察
庁
交
通
局
交

通
企
画
課
長
を
歴
任
。

　
日
下
真
一

（
く
さ
か・し

ん
い
ち
）
氏

　
東
京
運
輸
支
局
は
10
月
か

ら
12
月
に
か
け
て
、
令
和
６

年
度
の
整
備
管
理
者（
選
任

後
）研
修（
ト
ラ
ッ
ク
対
象
）

を
７
回
開
催
す
る
。

　
受
講
対
象
は
、
①
今
年
度

新
た
に
整
備
管
理

者
に
選
任
さ
れ
た

者
、
②
整
備
管
理

者
に
選
任
さ
れ
て

い
る
者
で
、
５
年

度
中
に
当
該
研
修

を
受
講
し
て
い
な

い
者
。
※
受
講
義

務（
２
年
に
１
回・

隔
年
）の
な
い
者
、
補
助
者

な
ど
の
受
講
は
控
え
る
こ

と
。

　
開
催
日
程・会
場
な
ど
は
、

表
の
通
り
。
研
修
時
間
は
各

日
午
後
１
時
～
午
後
４
時

（
遅
刻
・
早
退
は
認
め
ら
れ

な
い
）。

　
受
付
期
間
は
、次
の
通
り
。

10
月
開
催
分
＝
10
月
３
日
ま

で
▽
11
月
開
催
分
＝
10
月
１

日
～
実
施
日
の
２
週
間
前
ま

で
▽
12
月
開
催
分
＝
11
月
１

日
～
実
施
日
の
２
週
間
前
ま

で
。

　
申
し
込
み
は
、
自
動

車
整
備
関
係
研
修
オ
ン 

ラ
イ
ン
予
約
サ
イ
ト（h

ttp 
s://sem

in
ar-reserv 

ation.jp/sem
inar

）で
。

　
詳
細
は
、
東
運
支
局
ホ
ー

方
改
革
を
好
機
と
捉
え
、
今

こ
そ
ト
ラ
ッ
ク
運
送
業
界
の

改
善
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
ら

な
い
」
と
し
て
大
会
宣
言
を

読
み
上
げ
、採
択
し
た
。

　
来
年
度
の
第
68
回
事
業
者

大
会
は
９
月
に
栃
木
県
宇
都

宮
市
の
ラ
イ
ト
キ
ュ
ー
ブ
宇

都
宮
に
て
開
催
予
定
で
、
開

催
県
の
石
塚
安
民
栃
木
県
ト

協
会
長
が
参
加
を
呼
び
か
け

た
。

　
議
長
降
壇
後
、
功
労
者
表

彰
式
を
開
催
し
、
前
回
大
会

以
降
に
退
任
し
た
関
ト
協
会

長
・
副
会
長
・
常
任
理
事
９

氏
を
感
謝
状
の
贈
呈
対
象
と

し
、
当
日
は
、
前
関
ト
協
会

長
の
浅
井
隆
氏（
前
東
ト
協

会
長
）を
は
じ
め
５
氏
に
水

野
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
た（
写
真
・
右
上
）。

　
大
会
に
は
、
来
賓
と
し
て

熊
谷
俊
人
千
葉
県
知
事（
ビ

デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
）、
関
東

運
輸
局
の
藤
田
礼
子
局
長
、

千
葉
労
働
局
の
岩
野
剛
局
長

（
代
理
・
土
田
容
子
労
働
基

準
部
監
督
課
長
）、
千
葉
県

警
察
本
部
の
宮
沢
忠
孝
本
部

長（
代
理
・
黒
沼
寿
光
交
通

部
参
事
官
）が
出
席
し
、あ
い

さ
つ
し
た（
写
真
・
右
下
）。

　
な
お
、
大
会
終
了
後
、
懇

親
会
を
開
催
し
、
千
葉
県
ト

協
の
池
田
会
長
の
あ
い
さ
つ

に
続
き
、
木
更
津
市
の
渡
辺

芳
邦
市
長
が
あ
い
さ
つ
し
、

乾
杯
の
発
声
を
行
っ
た
。

は
、
現
場
の
第

一
線
で
働
く
ト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ

バ
ー
の
労
働
環

境
の
改
善
が
不

可
欠
」
と
し
、

「
本
年
４
月
か

ら
自
動
車
運
転

業
務
の
時
間
外

労
働
に
対
す
る

罰
則
付
き
の
上

限
規
制
が
適
用

さ
れ
、
標
準
的

運
賃
の
告
示
や

標
準
運
送
約
款

の
改
正
な
ど
、

こ
れ
ま
で
に
な

い
追
い
風
が
業

界
に
吹
い
て
い

る
」
と
指
摘
し

　
同
協
議
会
は
、
東
京
都
・

神
奈
川
県
・
千
葉
県
・
埼
玉

県
の
関
係
企
業
団
体
、
関
係

行
政
機
関
、
道
路
管
理
者
で

構
成
。
老
朽
化
が
進
む
道
路

構
造
物
を
守
る
た
め
、
重
量

違
反
の
大
型
車
両
の
走
行
抑

止
を
目
的
に
、
広
報
活
動
を

中
心
と
し
た
取
り
組
み
を
継

続
的
に
実
施
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
今
年
度
の
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、
各
道
路

管
理
者
で
予
定
し
て
い
る
取

り
締
り
を「
取
締
強
化
月
間
」

の
10
月
に
集
中
し
て
行
う
こ

と
に
よ
り
、
違
反
車
両
の
更

な
る
抑
止
を
図
っ
て
い
く
。

　
重
量
違
反
は
、
道
路
を
傷

め
る
だ
け
で
な
く
、
他
の
道

路
利
用
者
や
ド
ラ
イ
バ
ー
自

身
の
命
に
も
関
わ
る
危
険
な

行
為
で
あ
り
、「
重
量
守
り
、

道
路
を
守
ろ
う
。」の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
、
取
り
組
み
の

推
進
、協
力
を
求
め
て
い
る
。

　
な
お
、
令
和
４
年
４
月
か

ら
運
用
を
開
始
し
て
い
る

「
特
殊
車
両
通
行
確
認
制
度
」

ま
た
は
従
来
の「
特
殊
車
両

通
行
許
可
制
度
」
に
よ
り
、

引
き
続
き
、
大
型
車
の
通
行

適
正
化
へ
の
協
力
を
求
め
て

い
る
。

ム
ペ
ー
ジ
で（
リ
ン
ク
先
を

掲
載
）。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
運

支
局
整
備
・
保
安
部
門（
☎

03
・
３
４
５
８
・
９
２
３
１

／
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
３
）

騰
に
対
す
る
支
援
の
拡
充
と

し
て
、
燃
料
油
価
格
激
変
緩

和
補
助
金
に
よ
る
燃
料
価
格

の
抑
制
、
各
自
治
体
に
よ
る

燃
料
費
高
騰
対
策
補
助
金
の

拠
出
な
ど
が
講
じ
ら
れ
た
。

　
引
き
続
き
、「
物
流
２
０

２
４
年
問
題
を
取
り
巻
く
諸

課
題
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

と
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
。
国
土
交
通
省
の
持
続
可

能
な
物
流
検
討
会
座
長
で
敬

愛
大
学
特
任
教
授
の
根
本
敏

則
氏
が「
生
産
性
向
上
に
よ

る
持
続
可
能
な
物
流
の
実

現
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を

行
っ
た
ほ
か
、
千
葉
県
ト
協

会
員
事
業
者
２
氏
が
働
き
方

改
革
や
２
０
２
４
年
問
題
へ

の
取
り
組
み
を
テ
ー
マ
に
、

事
例
を
発
表
し
た
。

　
そ
の
後
、
前
千
葉
県
知
事

の
森
田
健
作
氏
が「
東
京
湾

ア
ク
ア
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ

た
。

　
大
会
で
は
、
千
葉
県
ト
協

の
前
田
貴
昭
青
年
部
会
長
が

「
将
来
に
向
け
安
定
し
た
輸

送
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
社

会
の
負
託
に
応
え
る
た
め
に

も
、
政
府
が
推
進
す
る
働
き

日下氏

開催日程
開催日 会　場

10月17日（木） かめありリリオホール
（葛飾区亀有3–26–1）

11月11日（月） タワーホール船堀
（江戸川区船堀4–1–1）

11月13日（水） 小金井宮地楽器ホール
（小金井市本町6–14–45）

11月19日（火） 赤羽会館
（北区赤羽南1–13–1）

11月26日（火） かめありリリオホール
（葛飾区亀有3–26–1）

12月 ４日（水） 小金井宮地楽器ホール
（小金井市本町6–14–45）

12月19日（木） きゅりあん
（品川区東大井5–18–1）

追い風いかし社会的地位向上へ ８
都
県
か
ら
４
０
０
人
参
集

２
０
２
４
年
問
題
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

大型車通行適正化
関東地域連絡協議会 1010

月
は
推
進
月
間

月
は
推
進
月
間

「重量守り、道路を守ろう重量守り、道路を守ろう。。」

警
視
庁

交
通
部
長
に
日
下
氏

東
運
支
局

整
備
管
理
者（
選
任
後
）研
修

10月以降７回開催

第67回

事業者大会

関ト協
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　トラック運送事業に対して４月から、時間外労働の
上限規制と改正「改善基準告示」が適用されて約半
年。いわゆる「２０２４年問題」として、輸送力不足
への影響が懸念されていたが、現状ではこれといっ
た事態は生じていないようだ。ただ、運賃動向には
異変が生じている。全日本トラック協会と日本貨物
運送協同組合連合会が公表している、求荷求車情
報ネットワークＷｅｂＫＩＴの成約運賃指数（スポット
運賃）が４月以降、過去最高の水準で推移している。
改正「改善基準告示」などによる輸送力への制約が
要因とみられ、その影響が顕在化しつつある。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
の
運
賃
指

数
は
例
年
、
年
末
繁
忙
期
の

12
月
が
最
も
高
く
、
年
度
末

の
３
月
が
こ
れ
に
次
ぐ
高
い

水
準
と
な
る
。
４
月
以
降
は

低
い
水
準
で
推
移
し
た
後
、

お
お
む
ね
夏
場
か
ら
12
月
に

か
け
て
上
昇
す
る
の
が
例
年

の
パ
タ
ー
ン
だ
。

　
コ
ロ
ナ
禍
後
、
よ
う
や
く

回
復
傾
向
を
辿
っ
て
い
た

が
、
今
年
は
４
月
以
降
、
こ

れ
ま
で
と
は
違
っ
た
動
き
を

見
せ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
４
月
の
指
数

は
１
３
０
と
、
年
度
末
繁
忙

期
に
当
た
る
３
月（
１
３
１
）

よ
り
１
㌽
し
か
下
が
ら
ず
、

５
月
も
同
じ
１
３
０
と
高
い

水
準
で
推
移
。
６
月
は
１
２

８
に
低
下
し
た
が
、７
月
は

お
む
ね
低
下
傾
向
に
あ
る
。

８
月
は
11
・
９
％
で
、
繁
忙

期
の
昨
年
12
月（
11
・
３
％
）

に
近
い
水
準
に
あ
り
、
今
年

３
月（
13
・
５
％
）を
下
回

っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
労
働
時
間
規
制

の
強
化
で
輸
送
力
へ
の
制
約

が
強
ま
る
中
で
、
こ
れ
ま
で

の
よ
う
な
相
対
的
に
安
い
運

賃
の
輸
送
依
頼
は
引
き
受
け

手
が
少
な
く
、
成
約
し
に
く

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と

の
表
れ
だ
ろ
う
。

　
輸
送
力
へ
の
制
約
に
よ
る

影
響
が
今
後
、
さ
ら
に
顕
在

化
す
れ
ば
、
成
約
し
に
く
い

傾
向
は
一
層
強
ま
っ
て
い
く

は
ず
。
発
注
側
の
荷
主
・
元

請
事
業
者
も
、
こ
う
し
た
運

送
取
引
を
め
ぐ
る
環
境
変
化

を
改
め
て
認
識
す
べ
き
だ
ろ

う
。

�

（
ラ
イ
タ
ー

　山
上 

達
三
）

１
３
１
と
再
び
上
昇
し
た
。

　
４
月
の
指
数
は
同
月
と
し

て
の
過
去
最
高
と
同
水
準

で
、５
・
６
・
７
月
は
同
様

に
そ
れ
ぞ
れ
過
去
最
高
を
更

新
し
た
。

　
さ
ら
に
、８
月（
速
報
値
）

は
前
年
同
月
を
16
㌽
も
上
回

る
１
４
０
に
跳
ね
上
が
っ

た
。
こ
れ
は
８
月
と
し
て
ば

か
り
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
最

も
高
か
っ
た
平
成
30
年
12
月

（
１
３
７
）を
３
㌽
上
回
り
、

５
年
８
か
月
ぶ
り
で
過
去
最

高
を
更
新
し
た
。

　
異
例
の
高
い
指
数
で
、
一

時
的
な
要
因
の
可
能
性
も
あ

る
が
、
既
に
４
月
以
降
、
５

か
月
連
続
で
過
去
最
高
の
水

準
で
推
移
し
て
お
り
、
一
時

的
な
現
象
で
は
な
さ
そ
う

　
そ
の
主
な
要
因
と
し
て

は
、
や
は
り「
２
０
２
４
年

問
題
」の
影
響
、す
な
わ
ち
、

厳
格
化
さ
れ
た
改
正「
改
善

基
準
告
示
」
適
用
な
ど
、
労

働
時
間
規
制
の
強
化
に
よ

り
、
輸
送
力
へ
の
制
約
が
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

　
と
い
う
の
も
、
輸
送
需
要

は
必
ず
し
も
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら

だ
。
確
か
に
、
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ

Ｔ
の
荷
物
情
報（
求
車
）
件

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、８

月
は
約
15
・
９
万
件
と
同
月

と
し
て
は
過
去
２
番
目
に

多
い
が
、
ピ
ー
ク
時
の
昨
年

12
月（
約
20
・
１
万
件
）や

今
年
３
月（
約
18
・
２
万
件
）

を
か
な
り
下
回
っ
て
い
る
。

　
全
ト
協「
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
景
況
感
」
調
査
結
果

（
４
～
６
月
期
、速
報
）に
よ

る
と
、
特
積
貨
物
の
輸
送
量

指
標
は
持
ち
直
し
て
い
る

が
、
一
般
貨
物
は
悪
化
し
て

い
る
。
７
～
９
月
見
通
し
で

も
、
一
般
貨
物
の
輸
送
量
指

標
は
わ
ず
か
な
改
善
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
で
、
運
賃
指

数
が
高
水
準
に
上
昇
し
て
い

る
要
因
は
、
輸
送
需
要
の
増

加
に
よ
り
、輸
送
力（
車
両
）

提
供
側
の
要
因
が
大
き
い
と

考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
ま
た
、
燃
料
費
や
人
件
費

な
ど
運
送
コ
ス
ト
自
体
が
上

昇
し
て
い
る
こ
と
が
、
運
賃

水
準
の
押
し
上
げ
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
さ

ら
に
、
国
土
交
通
省
が「
標

準
的
な
運
賃
」
告
示
を
改
定

し
、
運
賃
改
善
に
向
け
た
施

策
を
推
進
し
て
い
る
こ
と
も

要
因
に
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

　
Ｗ
ｅ
ｂ
Ｋ
Ｉ
Ｔ
で
は
、
運

賃
指
数
が
高
水
準
で
推
移
す

る
中
で
、
そ
の
成
約
率
は
お

だ
。
こ
の
ま
ま
の
状
況
で
推

移
す
れ
ば
、
今
後
さ
ら
に
上

昇
し
、
12
月
に
は
１
５
０
前

後
と
な
る
可
能
性
も
想
定
さ

れ
る
。

上
昇
す
る
Ｋ
Ｉ
Ｔ
運
賃
指
数

上
昇
す
る
Ｋ
Ｉ
Ｔ
運
賃
指
数

４月から過去最高水準で推移４月から過去最高水準で推移

「２０２４年問題」が要因に「２０２４年問題」が要因に

　
東
ト
協
は
、
東
京
都
の
外

郭
団
体「
東
京
し
ご
と
財
団
」

の
助
成
事
業
に
よ
り「
業
界

別
人
材
確
保
強
化
緊
急
支

援
事
業（
運
転
免
許
取
得
支

援
）」
を
９
月
20
日
か
ら
実

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
運

輸
安
全
委
員
会（
森
本
勝
也

委
員
長
）は
９
月
18
日
、
会

員
事
業
者
に
対
し
て「
交
通

事
故
未
然
防
止
の
た
め
の
働

き
か
け
に
つ
い
て
」
を
発
出

し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る

注
意
喚
起
な
ど
、
事
故
の
未

然
防
止
を
求
め
た
。

　
こ
れ
は
、
今
年
に
入
り
警

視
庁
管
内
に
お
け
る
事
業
用

ト
ラ
ッ
ク
の
事
故
が
前
年
同

期
比
で
10
件
増
の
22
件
発
生

し（
９
月
17
日
時
点
）、会
員

関
与
が
６
件（
対
前
年
同
期

比
４
件
増
）、
こ
の
う
ち
第

一
当
事
者
が
２
件（
同
１
件

増
）と
大
幅
に
増
加
す
る
状

施
す
る
。
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転

に
必
要
な
運
転
免
許
取
得
費

用
の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
。

　
事
業
期
間
は
令
和
８
年
２

月
28
日
ま
で（
予
算
額
に
達

し
次
第
、受
付
終
了
）。

　
労
働
力
確
保
対
策
の
一

環
と
し
て
、
東
京
し
ご
と
財

団
か
ら
の
助
成
を
受
け
、
こ

れ
ま
で
も
実
施
し
て
い
た
も

の
。
助
成
内
容
の
概
要
は
次

の
通
り
。

　
▽
対
象
事
業
者
＝
会
員
事

業
者
の
中
小
事
業
者（
①
資

本
金
の
額
ま
た
は
出
資
の
総

額
が
３
億
円
以
下
、
②
常
時

使
用
す
る
従
業
員
数
が
３
０

０
人
以
下
の
い
ず
れ
か
に
該

当
）

　
▽
対
象
ド
ラ
イ

バ
ー
＝
都
内
の
会

員
事
業
所
で
営
業

用
貨
物
自
動
車
の

運
転
に
従
事
し
、

事
業
期
間
内（
６

年
９
月
１
日
以

降
）に
都
道
府
県

　
東
ト
協
は
10
月
28
日
～
11

月
１
日
に
、令
和
６
年
度「
運

送
業
の
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
指
す
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」を
開
催
す
る
。今
回
は
エ

ク
セ
ル
や
パ
ワ
ポ
に
加
え
、

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
の
業
務
活

用
に
つ
い
て
学
ぶ
。
日
程
と

研
修
内
容
等
は
次
の
通
り
。

　
▽
10
月
28
日
／
13
時
＝
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
②（
初
中
級
）、15

時
＝
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
③（
初
中

級
）

　
▽
10
月
29
日
／
10
時
＝

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ（
初
中
級
）、13
時

　
独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退

職
金
共
済
機
構
は
、
国
が
一

部
助
成
し
て
い
る
中
小
企
業

退
職
金
共
済（
中
退
共
）
制

度
へ
の
加
入
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

　
同
制
度
は
、
中
小
企
業
の

事
業
主
が
従
業
員
の
退
職
金

を
計
画
的
に
準
備
で
き
る
も

の
。
国
か
ら
掛
金
の
一
部
助

成（
一
部
対
象
外
あ
り
）が

行
わ
れ
て
い
る
。
掛
金
は
全

額
非
課
税
で
、
手
数
料
も
か

か
ら
な
い
。
家
族
従
業

員
や
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

も
加
入
で
き
る
。

　
魅
力
あ
る
企
業
づ
く
り
や

従
業
員
の
仕
事
へ
の
意
欲
醸

成
な
ど
に
も
資
す
る
制
度
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
同
機
構
で

は
中
小
企
業
事
業
主
の
活
用

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
詳
細
は
中
退
共
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
参
照
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
中
小

企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

（
☎
03
・
６
９
０
７
・
１
２

３
４
）

公
安
委
員
会
指
定
の
自
動
車

教
習
所
へ
入
校
申
し
込
み
を

行
い
、８
年
２
月
28
日
ま
で

に
卒
業
証
明
書
ま
た
は
技
能

審
査
合
格
証
明
書
の
発
行
を

受
け
、
免
許
を
取
得
し
て
い

る
者

　
▽
対
象
免
許
＝
大
型（
大

型
特
殊
免
許
を
含
む
）、
中

型（
８
㌧
限
定
解
除
を
含

む
）、準
中
型（
５
㌧
限
定
解

除
を
含
む
）、
け
ん
引
免
許

取
得
の
教
習
費
用

＝
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ

①（
初
級
）、
15
時

＝
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
②

（
初
中
級
）

　
▽
10
月
30
日
／
10
時

＝
Ｉ
Ｔ
情
報（
全
員
）、

13
時
＝
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
③

（
初
中
級
）、
15
時
＝
Ｅ

ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
④（
中
級
）

　
▽
10
月
31
日
／
10
時

＝
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
②（
初

中
級
）、
13
時
＝
Ｐ
ｏ

ｗ
ｅ
ｒ
ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
①

（
初
級
）、
15
時
＝
Ｐ
ｏ

ｗ
ｅ
ｒ
ｐ
ｏ
ｉ
ｎ
ｔ
②

（
中
級
）

　
▽
11
月
１
日
／
10
時

＝
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
③（
初

ス
ン
の
み
の
受
講
も
同
額
。

受
講
決
定
後
、
指
定
日
ま
で

に
振
り
込
む
。
欠
席
し
た
場

合
で
も
返
還
し
な
い
）。

　
受
講
申
し
込
み
は
10
月
11

日
ま
で（
各
日
の
定
員
に
な

り
次
第
、
受
付
終
了
）。
申

し
込
み
は
東
ト
協
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）か
ら
Ｗ
ｅ
ｂ

フ
ォ
ー
ム
よ
り
申
し
込
む
。

　
詳
細
は
東
ト
協
Ｈ
Ｐ
を
参

照
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
教
育
研
修
・
輸
送

Ｇ（
☎
03
・
３
３
５
９
・
４

１
３
７
）

中
級
）、
13
時
＝
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ

ｌ
④（
中
級
）、15
時
＝
Ｉ
Ｔ

情
報（
全
員
）

　
１
レ
ッ
ス
ン
約
２
時
間

で
、
希
望
す
る
１
レ
ッ
ス

ン
の
み
の
受
講
も
可
能
。

　
受
講
対
象
は
会
員
事
業

者
の
経
営
者
、
管
理
者
、

社
員
。

　
会
場
は
東
ト
総
合
会
館

６
階
研
修
室
。

　
定
員
は
各
日
20
人
の
計

１
０
０
人（
先
着
順
・
１

社
１
人
を
優
先
）。
受
講

料
は
３
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
、
１
レ
ッ

況
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
要
請
で
は
、
９
月
21
日

～
30
日
の「
秋
の
全
国
交
通

安
全
運
動
」
の
実
施
に
当
た

り
、
事
故
を
発
生
さ
せ
な
い

た
め
、
各
ド
ラ
イ
バ
ー
が
事

故
の
事
例
に
対
し
て
当
事
者

意
識
を
持
つ
と
と
も
に
、
ド

ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
注
意
喚

起
を
行
う
な
ど
、
事
故
の
未

然
防
止
に
寄
与
す
る
働
き
か

け
を
求
め
て
い
る
。

　
▽
助
成
費
用
＝
教
習
費
用

（
税
別
）の
２
分
の
１（
教
習

時
間
超
過
に
よ
る
延
長
料
金

な
ど
を
除
く
）

　
な
お
、
本
事
業
は
、
東
ト

協
に
よ
る
男
性
・
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
免
許
取
得
事
業
と
の

併
用
が
可
能
だ
が
、
助
成
金

額
が
取
得
価
格
を
超
え
た
場

合
は
、東
ト
協
の
助
成
額（
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
免
許
取
得
事

業
分
）を
減
額
す
る
。
ま
た
、

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
に
よ

る
若
年
ド
ラ
イ
バ
ー
確
保
の

た
め
の
運
転
免
許
取
得
支
援

事
業
と
の
併
用
は
で
き
な
い
。

　
▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ

せ
先
＝
東
ト
協
業
務
部
交

通
・
環
境
Ｇ
運
転
免
許
助
成

金
担
当（
☎
03
・
３
３
５
９
・

６
２
５
７
）

教
習
費
用
２
分
の
１
を
助
成

東
京
し
ご
と
財
団
委
託

東ト協

東
ト
協

８年２月まで実施

中
退
共
制
度
の
活
用
を

中
退
共
制
度
の
活
用
を

国
が
退
職
金
サ
ポ
ー
ト

東
ト
協  

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

10月28日～11月１日の５日間

エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ポ
・
　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
研
修

交
通
事
故
未
然
防
止
求
め
る

交
通
事
故
未
然
防
止
求
め
る
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３
日
　
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
に

係
る
支
部
説
明
会
▽
同
実

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議

４
日
　
女
性
部
正
副
本
部
長

会
議
▽
同
幹
事
会
▽
同
交

通
安
全
研
修
会

５
日
　
運
輸
安
全
委
員
会

４
日
㈮ 

９
時
＝
初
任
運
転

者
特
別
講
習（
東
ト
総
合

会
館
／
～
５
日
）

７
日
㈪ 

15
時
＝
正
副
会
長

会（
東
ト
総
合
会
館
／
Ｗ

ｅ
ｂ
併
用
）
▼
15
時
30
分

＝
生
コ
ン
専
門
部
会
役
員

10
日
　
正
副
会
長
会
▽
出

版
・
印
刷
・
製
本
・
取
次

専
門
部
会
役
員
会（
全
体

会
議
）

11
日
　
鉄
鋼
専
門
部
会
役
員

会
▽
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
実

行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
会
議
▽
物

流
経
営
士
課
程
修
了
式

12
日
　
海
上
コ
ン
テ
ナ
専
門

部
会
業
務
委
員
会

13
日
　
経
営
教
育
委
員
会

15
日
　
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４

購入価格は、購入に関する諸要因
（数量・支払条件・地域ほか）により
多少の幅があります（消費税込み）。軽 油 の 価 格

１
ℓ
当
た
り
の

       

軽
油
価
格

（東ト協調べ）

燃
料
給
油
は
東
京
都
内
で

軽
油
引
取
税
は
地
方
税
で
す

８
月
分

☆ス タ ン ド 平 均 = 134.5 円
☆ロ ー リ ー 平 均 = 122.7 円
☆元売り発行カード  平 均 = 132.7 円
☆ディーラー発行カード 平 均 = 129.2 円

会（
東
ト
総
合
会
館
）

９
日
㈬ 

10
時
＝
引
越
専
門

部
会
引
越
基
本
講
習（
東

ト
総
合
会
館
）

10
日
㈭ 

９
時
＝
女
性
部
一

日
研
修
見
学
会（
戸
田
ボ

ー
ト
レ
ー
ス
場
ほ
か
）

11
日
㈮ 

９
時
＝
事
務
長
連

絡
会
秋
期
研
修
会（
葛
西

物
流
拠
点
ほ
か
）

12
日
㈯ 

８
時
30
分
＝
本
部

集
団
健
診（
東
ト
総
合
会

館
／
～
13
日
）

【
中
央
支
部
】

　
◆
グ
ロ
ー
バ
ル
ト
ラ
ン
ス

ポ
ー
ト
株
式
会
社
＝
中
央
区

日
本
橋
久
松
町
５
の
13
▽
☎

03
・
３
６
６
１
・
３
８
８
８

▽
一
般
貨
物
運
送（
小
型
車

18
台
）、軽
車
両
等
運
送（
８

台
）

【
多
摩
支
部
】

　
◆
株
式
会
社
ダ
イ
ワ
＝
青

梅
市
新
町
８
の
30
の
１
▽
☎

０
４
２
８
・
78
・
２
３
６
６

▽
一
般
貨
物
運
送（
普
通
車

16
台
、小
型
車
１
台
）、利
用

運
送

【
９
月
1
〜
15
日
】

【
10
月
1
〜
15
日
】

　
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
経

営
教
育
委
員
会（
委
員
長
・

菊
池
正
浩
副
会
長
）は
９
月

13
日
、
東
ト
総
合
会
館
で
令

和
６
年
度
第
１
回
委
員
会

（
Ｗ
ｅ
ｂ
併
用
）を
開
催
し
、

６
・
７
年
度
委
員
の
委
嘱
な

ど
に
続
き
、
経
営
改
善
・
人

材
養
成
事
業
の
進
め
方
、
輸

送
相
談
・
苦
情
処
理
の
取
り

組
み
状
況
な
ど
を
説
明
し
、

審
議
し
た
。

　
６
・
７
年
度
執
行
部
の

発
足
後
、
新
・
再
任
の
委
員

に
よ
る
初
の
委
員
会
で
、
新

委
員
長
に
菊
池
副
会
長
が

就
任
。
副
委
員

長
の
指
名
に

よ
り
、
小
島
勝

弘（
江
戸
川
支

部
）・
城
康
幸

（
多
摩
支
部
）
各
氏
を
選
任

し
た
。

　
冒
頭
、
菊
池
委
員
長
が
あ

い
さ
つ
し
、「
委
員
会
で
は

ま
ず
、
会
員
事
業
者
の
経
営

課
題
を
把
握
し
、
経
営
環
境

の
改
善
な
ど
に
寄
与
で
き
る

施
策
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

必
要
だ
。
ま
た
、
各
種
研
修

会
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
に
つ

い
て
、
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協

会
な
ど
関
係
機
関
と
協
力

し
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用
し
て
、

会
員
事
業
者
の
皆
様
に
最
新

の
情
報
を
提
供
し
て
い
き
た

い
」と
述
べ
た
。

　
議
事
で
は
ま
ず
、５
年
度

経
営
改
善
対
策
事
業
に
つ
い

て
報
告
・
了
承
。
今
年
度

事
業
で
は
、
東
ト
協
経
営
分

析
調
査
を
継
続
実
施
す
る
ほ

か
、
各
種
経
営
問
題
に
関
す

る
研
修
会
と
し
て
、
中
小
ト

ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
た
め

の
Ｄ
Ｘ
推
進
セ
ミ
ナ
ー
や
人

材
確
保
・
労
働
環
境
改
善
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。

　
ま
た
、
全
ト
協
の
経
営
分

析
事
業
へ
の
協
力
、
各
種
助

成
事
業
の
取
次
・
受
付
を
行

う
。

　
人
材
養
成
事
業
で
は
、
三

組
織
活
動
を
支
援
す
る
ほ

か
、
パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
10
月
開
催
）や
・
経
営
者

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
す
る
。
中

小
企
業
大
学
校
受
講
料
の
助

成
、
物
流
経
営
士
課
程
な
ど

を
実
施
す
る
。

　
今
年
度
の
輸
送
相
談
業
務

の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
輸

送
相
談
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
目
的
に
、
東
京
運
輸
支
局

　
東
ト
協
は
10
月
22
日
、
全

日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
と
の
共

催
に
よ
り
、令
和
６
年
度「
過

労
死
等
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー

～
健
康
起
因
事
故
の
削
減
を

目
指
し
て
～
」を
開
催
す
る
。

　
時
間
は
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
、
会
場
は
東
ト
総

合
会
館
７
階
大
会
議
室
。

　
受
講
対
象
は
会
員
事
業
者

専
門
官
を
講
師
と
し
て
ト
ラ

ッ
ク
Ｇ
メ
ン
の
活
動
実
績
、

物
流
の
適
正
化
に
向
け
た
取

り
組
み
を
テ
ー
マ
と
す
る
講

習
を
実
施
。
今
後
、
自
動
車

運
送
業
分
野
の
外
国
人
特
定

技
能
制
度
に
つ
い
て
の
講
習

を
実
施
す
る
。

　
ま
た
、
苦
情
相
談
へ
の
対

応
強
化
と
し
て
は
、
年
度
末

に
輸
送
相
談
員
研
修
会
を
開

催
す
る
ほ
か
、
標
準
引
越
運

送
約
款
の
基
礎
知
識
に
つ
い

て
の
講
習
も
実
施
す
る
。

　
輸
送
相
談
業
務
件
数（
６

年
４
月
～
８
月
）の
う
ち
一

般
都
民
な
ど
か
ら
の
相
談
で

は
、
本
部
扱
い
・
支
部
扱
い

と
も
に
、
引
越
の
相
談
の
割

合
が
高
い
。
会
員
事
業
者
か

ら
は
、
事
業
報
告
、
運
行
管

理
業
務
、
助
成
金
に
関
す
る

の
経
営
者
や
運
行
管
理
者
な

ど
。
受
講
料
は
無
料
。
定
員

は
48
人（
先
着
順
で
１
社
１

名
ま
で
／
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
る
）。

　
セ
ミ
ナ
ー
は
健
康
起
因
事

故
の
低
減
を
目
指
す
施
策
の

一
環
と
し
て
行
う
も
の
で
、

ド
ラ
イ
バ
ー
に
生
活
習
慣
の

改
善
を
促
す
手
法
な
ど
に
つ

い
て
研
修
す
る
。

　
講
師
は
、
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

モ
ビ

リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

部
の
蒲
生
め
ぐ
み
氏
。

　
東
ト
協
女
性
部

（
原
玲
子
本
部
長
）

は
９
月
４
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
令

和
６
年
度「
交
通

安
全
研
修
会
」
を

開
催
し
た
。

　
研
修
会
で
は
、
警
視
庁
交

通
部
の
川
嶋
泰
雄
管
理
官
が

「
道
路
交
通
法
改
正
・
交
通

事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
講
演
し
た
。

　
川
嶋
管
理
官
は
、
今
年
の

都
内
の
交
通
事
故
発
生
状
況

相
談
が
多
い
。

　
苦
情
処
理
状
況（
同
）で

は
、危
険
運
転
が
最
も
多
く
、

次
い
で
引
越
関
係
が
多
い
。

　
委
員
か
ら
は
、
苦
情
処
理

な
ど
の
情
報
を
支
部
や
会
員

事
業
者
へ
水
平
展
開
す
る
必

要
性
や
、
研
修
会
の
開
催
や

助
成
以
外
に
も
委
員
会
で
検

討
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
、

と
の
意
見
が
あ
が
っ
た
。

　
具
体
的
な
内
容
は
、
①
過

労
死
等
と
健
康
起
因
事
故
の

現
状
と
国
の
動
向
、
生
活
習

慣
の
改
善（
座
学
）、②
ト
ラ

ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活
習

慣
改
善
方
法
を
考
え
る（
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
）、
③
健
康

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
使
用
方

法
と
解
説（
個
人
ワ
ー
ク
・

座
学
）、
④
健
康
管
理
の
取

り
組
み
確
認
に
つ
い

て（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
）、
⑤
健
康
管
理

の
取
り
組
み
状
況
・

資
料
集
の
解
説（
座

学
）。

　
安
全
性
評
価
事
業

賞
10
人
を
表
彰
し
た
。

　
修
了
生
は
、
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
の「
物
流
経
営
士
」

と
し
て
認
定
さ
れ
、
星
野
治

彦
役
員
待
遇
経
営
改
善
事
業

部
長
か
ら
、
認
定
証
・
携
帯

証
・
襟
章
が
授
与
さ
れ
た
。

　
東
ト
協
は
９
月
11
日
、
東

ト
総
合
会
館
で
第
24
期
物
流

経
営
士
課
程
の
修
了
式
を
開

催
し
、
水
野
功
会
長
が
所
定

の
講
座
を
修
了
し
た
31
人
を

代
表
し
て
、飯
塚
伴
明
氏（
光

陽
ラ
イ
ン
・
江
戸
川
支
部
）

に
修
了
証
書
を
手
渡
し
た
。

　
今
期
修
了
生
は
東
ト
協
会

員
22
人
、
神
奈
川
県
ト
協
会

員
２
人
、
埼
玉
県
ト
協
会
員

３
人
、
茨
城
県
ト
協
会
員
２

人
、
栃
木
県
ト
協
会
員
１
人

群
馬
県
ト
協
会
員
１
人
。

　
修
了
証
書
の
授
与
に
続
い

て
、各
賞
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

最
優
秀
賞
は
村
上
敬
明
氏

（
東
都
配
送
・
港
支
部
）が

受
賞
。
こ
の
ほ
か
、
優
秀
賞

３
人
・
皆
勤
賞
９
人
・
精
勤

物
流
事
業
者
に
か
か
っ
て
い

る
。
勇
気
を
も
っ
て
行
動
し

て
い
た
だ
き
、
業
界
が
健
全

に
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て

い
る
」と
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

検
討
会
議
・
修
了
認
定
会
議

委
員
の
中
田
信
哉
神
奈
川
大

学
名
誉
教
授
が「
講
座
で
得

た
知
識
や
情
報
は
使
わ
な
け

れ
ば
意
味
が
な
い
た
め
、
物

流
経
営
士
の
資
格
も
う
ま
く

使
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
知
識
を
荷
主
や
荷
主

業
界
の
こ
と
を
考
え
て
、
新

し
い
こ
と
に
取
り
組
ん
で
ほ

し
い
」と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
修
了
生
は
、次
の
通
り（
敬

称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
所
属
会

社
・
団
体
名
）

　
飯
塚
伴
明（
光
陽
ラ
イ
ン
）

▽
石
井
崇
夫（
望
月
運
送
・

栃
木
）
▽
伊
藤
賢
司（
日
本

ロ
ジ
テ
ム
）
▽
井
上
涼（
井

上
運
送
・
埼
玉
）
▽
岩
立
豊

美（
岩
立
運
送
）
▽
大
熊
徹

也（
浅
井
）▽
小
倉
治（
東
京

港
運
送
）
▽
小
倉
克
彦（
三

共
貨
物
自
動
車
・
茨
城
）
▽

笠
原
裕
一（
フ
コ
ッ
ク
ス
）

▽
菊
地
純
一（
多
摩
運
送
）

▽
小
林
真
吾（
同
）
▽
小
宮

俊
徳（
あ
か
と
き
物
流
・
埼

玉
）
▽
斎
藤
勝
也（
千
代
田

運
輸
）
▽
清
水
浩
平（
竹
内

運
輸
工
業
）
▽
髙
澤
嘉
人

（
エ
フ
・
エ
ム
、埼
玉
）▽
髙

橋
真（
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
ｄ 

ｂ
ｙ
・

神
奈
川
）
▽
田
代
知
也（
フ

コ
ッ
ク
ス
）
▽
田
所
健
太
郎

（
豊
原
産
業
・
神
奈
川
）
▽

中
山
利
典（
有
隣
運
送
）
▽

成
田
孝（
同
）▽
塙
佳
樹（
ハ

ナ
ワ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ー
ト
）
▽

林
翔
一（
イ
ズ
ミ
物
流
）
▽

福
田
裕
介（
稲
垣
運
輸
）
▽

保
科
智
基（
中
央
運
輸
）
▽

星
野
精
一（
上
電
通
運
・
群

馬
）
▽
村
上
敬
明（
東
都
配

送
）
▽
森
本
康
弘（
東
亜
物

流
）
▽
八
坂
浩
毅（
三
和
運

送
事
業
）▽
横
須
賀
宇
雄（
東

水
運
輸
・
茨
城
）
▽
渡
邉
大

樹（
鐘
渕
運
送
）
▽
渡
邊
裕

一（
中
央
運
輸
）

（
Ｇ
マ
ー
ク
）の
加
点
対
象

と
な
る
セ
ミ
ナ
ー
で
、
修
了

者
に
は
受
講
証
明
書
を
発
行

す
る
。

　
申
し
込
み
は
、
東
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ「
申
込
フ
ォ
ー

ム
」
か
ら
10
月
11
日
ま
で
に

行
う
。

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
ト

協
業
務
部
交
通・環
境
Ｇ（
☎

03
・
３
３
５
９
・
６
２
５
７
）

に
つ
い
て
、
発
生
件

数
は
前
年
同
期
比
で

減
少
傾
向
に
あ
る
一

方
で
、
死
者
数
が
増

加
し
て
い
る
と
説
明
。

　
運
送
事
業
者
に
求
め
ら

れ
る
安
全
運
転
管
理
と
し

て
、
飲
酒
運
転
や
ひ
き
逃

げ
な
ど
の
重
大
事
故
を
発

生
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
ド

ラ
イ
バ
ー
へ
の
指
導
・
教

育
を
求
め
た
。
ま
た
、
歩

行
者
事
故
や
自
転
車
事
故

の
特
性
を
紹
介
し
、
夜
間

の
ハ
イ
ビ
ー
ム
の
活
用
や

ト
ラ
ッ
ク
の
死
角
に
注
意

す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
し

た
ほ
か
、
自
転
車
運
転
時

の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を
呼
び

か
け
た
。

　
さ
ら
に
、
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ

ー
ダ
ー
な
ど
の
実
際
の
交
通

事
故
映
像
を
用
い
、
事
故
の

原
因
と
対
策
を
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
、
道
路
交
通
法
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
自
転

車
な
ど
の
交
通
事
故
防
止
の

た
め
の
規
定
の
整
備
、
原
動

機
付
自
転
車
な
ど
の
運
転
の

明
確
化
、
普
通
仮
免
許
な
ど

の
年
齢
要
件
の
引
き
下
げ
な

ど
を
解
説
。

　
自
転
車
運
転
中
の
携
帯
電

話
の
使
用
や
飲
酒
運
転
を
禁

止
す
る
と
と
も
に
、
罰
則
規

定
を
整
備
し
た
ほ
か
、
車
道

に
お
い
て
自
動
車
と
自
転
車

の
側
方
接
触
を
防
止
す
る
た

め
の
新
た
な
義
務
な
ど
を
取

り
上
げ
た
。

　
東
ト
協
の
講
座
か

ら
輩
出
さ
れ
た「
物

流
経
営
士
」
は
、
24

期
修
了
生
を
含
め
６

７
６
人
と
な
っ
た
。

　
修
了
式
で
水
野
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
２
０
２
４
年
問
題

で
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
行
政
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
が
な
さ
れ
て
い

て
、
こ
れ
を
生
か
す

の
も
殺
す
の
も
我
々

菊池委員長

危険運転の苦情が多い
経営改善・人材養成を推進

東ト協 女性部 事
故
防
止
対
策
を
解
説

交
通
安
全
研
修
会

交
通
安
全
研
修
会

交流深め31人が修了交流深め31人が修了

物
流
経
営
士
課
程

東
ト
協

第
24
期

東
ト
協

全
ト
協

過
労
死
等
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー

10月22日開催

東ト協 経営教育委員会 経営教育委員会
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トラックフォトコンテスト

東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
が

主
催
し
た「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ

ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２

４
」
に
は
、
厳
し
い
残
暑
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
家
族
連
れ

を
中
心
に
約
１
万
３
５
０
０

人
の
来
場
者
が
集
ま
っ
た
。

野
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
金

管
六
重
奏
で
こ
ぼ
こ
ブ
ラ
ス

の
演
奏
」「
交
通
安
全
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
」「
東
京
農
業
大
学
全

学
応
援
団
リ
ー
ダ
ー
公
開
」

な
ど
様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

行
わ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
広
場
で
は
、「
職

業
体
験
コ
ー
ナ
ー
」「
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
」「
災
害
支
援
車
両

エ
リ
ア
」「
キ
ッ
チ
ン
エ
リ
ア

（
写
真
①
）」「
石
川
・
能
登
復

興
支
援
ブ
ー
ス（
写
真
②
）」

の
ほ
か
、
東
ト
協
各
支
部
が

ブ
ー
ス
を
出
展
。
フ
ェ
ス
タ

ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
の
野

外
ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
安
全
確
保
・
環
境
保
全

に
向
け
た「
宣
言
」
を
青
年

部
の
佐
藤
文
平
本
部
長
が
読

み
上
げ
、
業
界
の
取
り
組
み

を
ア
ピ
ー
ル
。

続
い
て
、
東
ト
協
第
45
回

の
運
営
は
、支
部
や
青
年
部・

女
性
部
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
が

本
部
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
ブ

ー
ス
を
手
伝
う
な
ど
、本
部・

支
部
・
三
組
織
の
協
力
で
実

現
し
た
。

ま
た
、関
係
行
政
機
関
は
、

「
警
視
庁
騎
馬
隊
の
乗
馬
体

験
」「
パ
ト
カ
ー
・
白
バ
イ
の

展
示
・
乗
車
体
験
」「
起
震
車

体
験
」
な
ど
、
交
通
安
全
や

環
境
保
全
、
業
界
の
課
題
解

決
を
テ
ー
マ
と
し
た
ブ
ー
ス

な
ど
を
出
展
。

あ
わ
せ
て
、
ト
ラ
ッ
ク
デ

ィ
ー
ラ
ー
４
社
、
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
な
ど
業
界
関
係
ブ
ー

ス
で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
乗
車
体

験
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

ト
ラ
ッ
ク
を
身
近
に
感
じ
る

工
夫
を
凝
ら
し
、
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
ア
ピ
ー
ル
の
た
め
、

ド
ラ
イ
バ
ー
・
コ
ン
テ
ス

ト
最
優
秀
者
賞
表
彰
を
行

い
、
Ｎ
Ｘ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
ロ

ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
東
日
本
統
括

支
店（
港
支
部
）の
蒲
生
和

樹
氏
に
、
水
野
功
会
長
が
表

彰
状
を
贈
呈
。

ま
た
、
グ
リ
ー
ン
・
エ
コ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
優
秀
賞
表
彰
で
は
、
大

塚
運
送（
江
戸
川
支
部
）の

大
塚
仁
志
氏
と
村
山
運
輸

（
新
宿
支
部
）の
村
山
浩
一

氏
に
水
野
会
長
が
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
状
を
授
与
し
た
。

東
ト
協
は
、「
ト
ラ
ッ
ク

フ
ェ
ス
タ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０

２
４
」を
盛
り
上
げ
る
た
め
、

今
年
も「
ト
ラ
ッ
ク
ダ
ン
ス

動
画
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
実
施

し
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で

最
優
秀
賞
の
発
表
と

表
彰
を
行
っ
た
。

同
日
は
、
森
本
勝

也
副
会
長（
フ
ェ
ス

タ
実
行
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
・
リ
ー
ダ
ー
）

が
、
ダ
ン
ス
動
画
コ

ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀

賞
を
受
賞
し
た
チ
ー

ム「
お
も
ち
ぱ
ん
だ

Ｋ
．
Ｍ
」
の
２
人

に
対
し
、
表
彰
状

と
副
賞
を
贈
っ
た

（
写
真
①
）。

受
賞
に
当
た
り「
表
情
に

気
を
つ
け
て
ダ
ン
ス
を
踊
り

ま
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
同

チ
ー
ム
の
２
人
が
ス
テ
ー
ジ

で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た（
写

真
②
）。

な
お
、
会
場
内
で
は
入
賞

し
た
ダ
ン
ス
動
画
を
モ
ニ
タ

ー
で
放
映
し
た
。
受
賞
作
品

は
次
の
通
り
。

［
最
優
秀
賞
］

お
も
ち
ぱ
ん
だ
Ｋ
．
Ｍ

［
特
別
賞
］

日
本
フ
ル
ハ
ー
フ
／
ヒ
ョ

ー
ゲ
ン
ズ

［
入
賞
］

ぐ
り
ん
ぴ
ん
く
／
ナ
ナ
コ

　東ト協は、フェスタ関連のイベントと
して、初の試みとなる「トラックフェス
タフォトコンテスト」を実施している。
来場者がフェスタ会場内で撮影した写
真から入賞作品を決定するもの。9月15
日～ 30日の期間に、所定のハッシュタグ
（＃トラックフェスタＴＯＫＹＯ２０２４）を
つけてインスタグラムに投稿された写真
が対象となる。入賞作品は、フェスタホー
ムページで発表される。

コ
急
便
／
Ｙ
Ａ
Ａ
Ａ
！
／
林

檎
酢
先
生
／
東
京
羽
田
ヴ
ィ

ッ
キ
ー
ズ
チ
ア
ダ
ン
ス
ア
カ

デ
ミ
ー

業
界
全
体
で
フ
ェ
ス
タ
を
盛

り
上
げ
た
。

水野会長と蒲生氏㊨

水野会長と大塚氏㊥、村山氏㊨

佐藤本部長

子供免許証の交付など（大田支部） 荷物積卸し体験（中央・港支部）

サッカーチームとストリートサッカー（新宿支部） 射的ゲーム（渋谷・目黒支部）

産直品販売（世田谷支部） 自転車シミュレーター（深川・城東・江戸川支部）

キッチンカーと飲料販売（台東・墨田・荒川支部） 型抜き（葛飾支部）

ゲームコーナー（多摩支部） 地震体験コーナー（杉並支部）

　

　

①②

①

②

安
全
・
環
境
の
宣
言

ドラコン最優秀者・
ＧＥＰトップランナー
優秀賞を表彰

最優秀ダンスを披露

インスタ投稿から入賞作品を選定

本部・支部本部・支部・・三組織の協力で実現三組織の協力で実現
トラックフェスタトラックフェスタ

東
ト
協
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ

ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
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注：�営業用貨物車の関与事故件数とは、第１または第２当事者のどちらか一方が営業用貨物車であった事故の������
件数をいう。ただし、第１および第２当事者がともに営業用貨物車であった事故は件数を１件とする。

※表中の（前年比）は、関与事故件数のもの。

違反別  営業用トラック関与の交通事故 令和６年８月末年間累計
安全
不確認

前方
不注意

交差点
安全進行

歩行者
妨害

一時
不停止

ハンドル
ブレーキ

信号
無視

徐行
違反 右左折 その他 計

発 

生 

件 

数

大
型

１当件数１当件数 68 36 19 5 0 12 2 0 0 23 165
関与事故件数関与事故件数 65 30 21 5 0 13 2 0 0 70 206
（前年比）（前年比） +13 −8 −2 ±0 ±0 ±0 −3 ±0 ±0 −10 −10

中
型

１当件数１当件数 39 23 11 5 0 10 2 0 1 27 118
関与事故件数関与事故件数 43 22 14 5 0 5 2 1 1 55 148
（前年比）（前年比） −1 −6 −7 −4 ±0 −9 −3 +1 +1 −11 −39

準
中
型

１当件数１当件数 89 62 35 8 6 13 5 0 1 51 270
関与事故件数関与事故件数 90 52 49 8 5 12 8 0 1 129 354
（前年比）（前年比） −8 −12 +12 +3 +3 −1 ±0 −1 ±0 −32 −36

普
通
・
軽

１当件数１当件数 282 130 125 26 18 33 17 2 0 118 751
関与事故件数関与事故件数 298 120 157 26 18 28 15 7 0 351 1,020
（前年比）（前年比） −9 −8 +3 +5 +2 −10 −1 +3 −1 +41 +25

合
計

１当件数１当件数 478 251 190 44 24 68 26 2 2 219 1,304
関与事故件数関与事故件数 496 224 241 44 23 58 27 8 2 605 1,728
（前年比）（前年比） −5 −34 +6 +4 +5 −20 −7 +3 ±0 −12 −60

死
者
数

大型貨物車（１当）大型貨物車（１当） 3 0 1 3 0 0 0 0 0 1 8
中型貨物車（１当）中型貨物車（１当） 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
準中型貨物車準中型貨物車（１当）（１当） 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1
普通・軽貨物車（１当）普通・軽貨物車（１当） 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2

　現在の都内全
域の交通事故発

生件数（本年累計）は1万
9,574件 で、前 年 同 期 比
614件減少し、死者数は89
人で前年同期比７人の増加
となった。
　営業用貨物車の関与事故

（「違反別」表の下段「注」
参照）発生件数（本年累計）
は1,728件で、前年同期比

60件減少し、死者数は11
人で前年同期比２件減少と
なった。
　事故類型別では、右左折
時の車両相互事故が199
件で、前年同期比16件減少
し、死者数は１人だった。
　違反別では、安全不確認
による関与事故件数が496
件で、前年同期比５件の減
少となっている。

たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京
たくさんの 笑顔が走る
　首都東京

◎�深夜帯は視認性が低下するので、道路状況によりハイビームの活用
を心がけること。高速道路等の単調な道路での走行は漫然運転に
陥りやすいことを意識し、常に一定の緊張感を保って運転を行うこと。
日　時 ９月６日（金） ２時36分頃発生（晴天）
場　所 八王子市内（中央自動車道下り）
当事者 ①事業用中型貨物車（男性50代死亡）╳②事業用大型貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

②事大貨

至�八王子市JCT

至�八王子IC八王子市

①事中貨

概　要
事業用大型貨物車が、中央自動車道下りを八王子IC方向から八王
子JCT方向に２車線道路の走行車線を進行中、前方注視を怠り進
行したため、故障で停止していた事業用中型貨物車に衝突したもの。

◎�運行中は前方だけでなく、左右、後方を含めた周囲の交通状況にも注
意を怠らないこと。また、気象状況や道路状況に応じた安全速度での
走行や、十分な車間距離の確保に努め、ゆとりをもって運転すること。
日　時 ９月６日（金） ７時28分頃発生（晴天）
場　所 品川区内（山手通り・都道）
当事者 ①自動二輪車（男性50代死亡）╳②事業用中型貨物車（男性50代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

至�品川
埠頭

至�五反
田

品川区

概　要
事業用中型貨物車が山手通りを品川埠頭方向から五反田方
向に進行し、第２通行帯から第1通行帯に進路変更した際、第
１通行帯を直進する自動二輪車に衝突して転倒させたもの。

◎�運行中は前方だけでなく、左右、後方を含めた周囲の交通状況に
も注意を払うこと。また、｢かもしれない運転｣を励行し、未然に
危険を回避できるよう努めること。
日　時 ９月10日（火） ０時37分頃発生（晴天）
場　所 調布市内（鶴川街道・都道）
当事者 ①自転車（男性30代死亡）╳②事業用中型貨物車（男性60代）

順番は過失の軽重を示すものではありません

状　況

　

至�多摩川原橋

至�甲州街道
調布市

　

概　要
事業用中型貨物車が、鶴川街道を多摩川原橋方向から
甲州街道方向に進行中、横断歩道を左方から右方に横
断していた自転車と衝突したもの。

問い合わせ先：東京都トラック協会 業務部交通・環境G
※事故速報は東ト協ホームページで PDF データも掲載しています

　
首
都
圏（
埼
玉
県
・

千
葉
県
・
東
京
都
・

神
奈
川
県
）で
は
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
か
ら

排
出
さ
れ
る
粒
子
状
物
質

（
Ｐ
Ｍ
）に
よ
る
大
気
汚
染

対
策
と
し
て
、
平
成
15
年
10

月
か
ら
、
一
都
三
県
の
条
例

に
よ
り
排
出
基
準
を
満
た
さ

な
い
旧
型
式
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
な
ど
の
運

行
を
禁
止
し
て
い
る
。

　
こ
の
条
例
は
、
周
辺
地
域

か
ら
乗
り
入
れ
て
く
る
車
両

を
含
め
、
首
都
圏
を
運
行
す

る
全
て
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
に

適
用
さ
れ
る
。

　
九
都
県
市
で
は
、
条
例
に

基
づ
く
検
査
や
広
報
活
動
な

ど
を
実
施
し
て
い
る
が
、
未

だ
に
条
例
の
排
出
基
準
に
適

合
し
な
い
車
両
が
首
都
圏
を

運
行
し
て
い
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　
首
都
圏
を
運
行
す
る
際
は

排
出
基
準
に
適
合
し
た
自
動

車
を
利
用
す
る
よ
う
、
確
認

を
呼
び
か
け
て
い
る
。

〇
規
制
の
主
な
内
容

　
Ｐ
Ｍ
の
排
出
基
準
を
満
た

さ
な
い
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
は
、

首
都
圏
で
運
行
が
禁
止
さ
れ

て
い
る
。

　
▽
対
象
地
域
＝
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
東
京
都（
島
し
ょ

地
域
を
除
く
）、神
奈
川
県

　
▽
対
象
車
種
＝
軽
油
を
燃

料
と
す
る
ト
ラ
ッ
ク
、
バ
ス

お
よ
び
こ
れ
ら
を
ベ
ー
ス
に

改
造
し
た
特
種
用
途
自
動
車

　
▽
罰
金
な
ど
＝
50
万
円
以

下
の
罰
金

〇
排
出
基
準
を
満
た
さ
な
い

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
と
は

　
自
動
車
検
査
証
の「
型
式

欄
」に
次
の
識
別（
記
号
）が

あ
る
車
両
は
、
次
の

地
域
で
は
運
行
が
で

き
な
い
。
な
お
、
条

例
で
指
定
さ
れ
た
Ｐ

Ｍ
減
少
装
置
を
装
着

し
た
車
両
で
あ
れ
ば

運
行
が
可
能
。

　
①
千
葉
県
、神
奈
川
県

　
Ｋ
―
、Ｎ
―
、Ｐ
―
、Ｓ
―
、

Ｕ
―
、Ｗ
―
、Ｋ
Ａ
―
、Ｋ
Ｂ

―
、
Ｋ
Ｃ
―
、
記
号
が
な
い

昭
和
54
年
ご
ろ
ま
で
に
製
造

さ
れ
た
車
両

　
②
埼
玉
県
、東
京
都

　
①
に
加
え
、
Ｋ
Ｅ
―
、
Ｋ

Ｆ
―
、Ｋ
Ｇ
―
、Ｋ
Ｊ
―
、Ｋ

Ｋ
―
、Ｋ
Ｌ
―
、Ｈ
Ａ
―
、Ｈ

Ｂ
―
、Ｈ
Ｃ
―
、Ｈ
Ｅ
―
、Ｈ

Ｆ
―
、Ｈ
Ｍ
―

　
た
だ
し
、
こ
の
型
式
に
は

一
部
適
合
す
る
車
両
も
あ

り
、個
別
確
認
が
必
要

　
詳
細
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車

規
制
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
。

・
東
京
都
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車 

規
制
総
合
情
報
サ
イ
ト（h

tt 
p
s://w

w
w

.kan
kyo.

m
etro.tokyo.lg.jp

/ 
veh

icle/air_p
olluti 

on/diesel/

）

・
九
都
県
市
あ
お
ぞ
ら
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク（h

ttps://w
w

 
w

.9taiki.jp/

）

　
▽
問
い
合
わ
せ
先
＝
東
京

都
環
境
局
環
境
改
善
部
自
動

車
環
境
課（
☎
03
・
５
３
８

８
・
３
５
２
８
）

　
東
京
マ
ラ
ソ
ン
財
団
は
10

月
20
日
、「
東
京
レ
ガ
シ
ー

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２

４
」
開
催
に
伴
い
、

都
心
部
の
コ
ー
ス
お

よ
び
直
近
道
路
で
交

通
規
制
を
行
う
。

　
ス
タ
ー
ト
・
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
地
点（
国

立
競
技
場
）で
は
午
前
７
時

25
分
か
ら
11
時
40
分
頃
ま

で
、
交
通
規
制
を
実
施
。
競

技
中
は
コ
ー
ス（
外
苑
西
通

り
・
靖
国
通
り
・
外
堀
通

り
・
白
山
通
り
・
中
央
通
り
）

お
よ
び
直
近
の
道
路
で
、
長

時
間
に
わ
た
り
車
両

の
通
行
が
禁
止
さ
れ

る
。
ま
た
、
首
都
高

速
道
路
の
４
号
新
宿

線（
下
り
）
外
苑
入

口
、５
号
池
袋
線（
上

り
）飯
田
橋
出
口
、同（
下
り
）

西
神
田
出
口
が
通
行
禁
止
。

　
詳
細
は
、
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
を
参
照
。

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
対
策
強
化
月
間

九都県市 10
月
は

東
京
レ
ガ
シ
ー
Ｈ
マ
ラ
ソ
ン
２
０
２
４

10／2010／20
交通規制交通規制
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「
コ
メ
を
送

ろ
う
か
」。
新

潟
県
魚
沼
地
方

の
親
戚
か
ら
、

こ
ん
な
電
話
が

入
っ
た
。「
令
和
の
コ
メ

騒
動
」
で
心
配
し
て
く
れ

た
ら
し
い
◆
新
米
が
出
回

る
前
の
端
境
期
に
、
店
頭

で
品
薄
状
態
が
生
じ
た
こ

と
が
要
因
。
在
庫
量
は
必

ず
し
も
不
足
状
態
に
な
い

よ
う
だ
が
、
不
安
心
理
か

ら
買
い
急
ぐ
人
が
増
え
、

入
荷
し
て
も
す
ぐ
売
れ
切

れ
と
な
る
事
態
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
。
価
格
も
高
騰

し
た
◆
新
米
が
出
回
り
つ

つ
あ
り
、
早
晩
、
品
薄
状

態
は
解
消
さ
れ
る
が
、
近

い
将
来
、
一
過
性
の
騒
動

で
す
み
そ
う
に
な
い
事
態

も
予
測
さ
れ
て
い
る
。
コ

メ
農
家
は
高
齢
化
し
て
い

る
が
、後
継
者
が
少
な
い
。

担
い
手
不
足
に
陥
っ
て
お

り
、
生
産
量
の
低
下
に
よ

る
コ
メ
不
足
が
心
配
さ
れ

て
い
る
の
だ
◆
同
列
に
扱

え
な
い
が
、
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
で
も
担
い
手
不
足
が

深
刻
な
問
題
。
慢
性
的
な

運
転
者
不
足
の
状
態
に
あ

り
、
と
り
わ
け
若
年
層
の

確
保
が
ま
ま
な
ら
な
い
。

募
集
説
明
会
で
も
、
参
加

者
は
中
高
年
が
多
い
と
い

う
◆
そ
の
要
因
は
、
専
門

性
を
求
め
ら
れ
労
働
負
荷

が
重
い
割
に
対
価
が
低
い

か
ら
だ
ろ
う
。
運
賃
、
そ

し
て
運
転
者
の
賃
金
も
し

か
り
。
輸
送
力
不
足
に
よ

っ
て
、「
コ
メ
騒
動
」
の

よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る

た
め
に
は
、
そ
の
対
価
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
。

て
も
気
持
ち
が
い
い
。
川
の
水
量
も

豊
富
で
、
何
よ
り
水
が
き
れ
い
で
し

た
。ガ

イ
ド
さ
ん
に
導
か
れ
て
、
ま
ず

は
天
然
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー

に
挑
戦
で
す
。
全
身
を
伸
ば
し
、
頭

か
ら
流
れ
に
突
っ
込
み
ま
す
。
水
の

流
れ
に
ぐ
し
ゃ
ぐ
し
ゃ
に
さ
れ
な
が

ら
も
、
滑
り
終
わ
っ
た
後
は
爽
快
で

す
。少

し
川
を
下
る
と
滝
が
あ
り
、
ガ

イ
ド
さ
ん
か
ら
「
滝
つ
ぼ
に
ジ
ャ
ン

プ
し
ま
す
！
」
と
言
わ
れ
、
ち
ょ
っ

と
緊
張
し
ま
す
。
ま
ず
は
、
2
メートル
の

高
さ
か
ら
ジ
ャ

ン
プ
。
結
構
な

高
さ
で
す
。
次

は
、
5
メートル
の
高

さ
か
ら
。
崖
に

立
つ
と
や
っ
ぱ

り
怖
い
。
ガ
イ

ド
さ
ん
の
１
、

今
回
は
、
奥
多
摩
の
川
で
キ

ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
き

ま
し
た
。

キ
ャ
ニ
オ
ニ
ン
グ
と
は
、
沢

下
り
を
楽
し
む
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
ー
で
す
。
ボ
ー
ド
な
ど
は
使

わ
ず
、
自
分
の
身
一
つ
で
岩
肌
を
滑

り
降
り
て
、“
天
然
の
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ラ
イ
ダ
ー
”を
楽
し
ん
だ
り
、
崖

の
上
か
ら
滝
つ
ぼ
に
飛
び
込
ん
だ
り

し
ま
す
。

ま
ず
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ウ
ェ
ッ

ト
ス
ー
ツ
、
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

用
意
し
、
多
摩
川
の
支
流
の
一
つ
で

あ
る
日に

っ
ぱ
ら
が
わ

原
川
に
車
で
向
か
い
ま
す
。

こ
の
日
の
参
加
者
は
7
人
で
、
大
学

生
、夫
婦
、親
子
と
、初
心
者
の
方
が

ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
車
を
降
り
て
、

林
道
を
進
ん
で
い
く
と
眼
下
に
川
や

小
さ
な
滝
が
見
え
ま
す
。

こ
の
日
は
９
月
の
初
旬
で
、
ウ
ェ

ッ
ト
ス
ー
ツ
を
着
て
い
る
と
と
て
も

２
…
と
い
う
カ
ウ
ン
ト
が
聞
こ
え
て

く
る
と
、
心
臓
が
バ
ク
バ
ク
し
ま
し

た
が
、
岩
場
を
蹴
っ
て
ジ
ャ
ン
プ
。

前
よ
り
も
滞
空
時
間
が
少
し
だ
け
長

く
、
着
水
し
た
後
は
滝
つ
ぼ
の
奥
ま

で
沈
ん
で
い
く
よ
う
で
し
た
。
鼻
か

ら
水
が
入
っ
て
き
て
、
む
せ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
も
っ
と
ダ
イ
ブ

し
た
か
っ
た
で
す
。

大
人
に
な
る
と
徹
底
的
に
水

遊
び
す
る
機
会
は
あ
ま
り
な
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
川
の
流

れ
に
も
み
く
ち
ゃ
に
さ
れ
る
と

い
う
体
験
は
、
ち
ょ
っ
と
面
白

い
で
す
よ
。

ライターライターライター
八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋八街千尋
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キ
ャ
ニ
オ
二
ン
グ

キ
ャ
ニ
オ
二
ン
グ

奥
多
摩
で
楽
し
む

奥
多
摩
で
楽
し
む

暑
か
っ
た
の
で
す
が
、

ガ
イ
ド
さ
ん
の
号
令
で

川
に
ど
ぶ
ん
と
飛
び
込

む
と
、
冷
た
く
て
と
っ

8
月
末
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
自
転
車

か
ジ
ョ
ギ
ン
グ
並
み
の
速
さ
で
迷
走
し
な

が
ら
日
本
列
島
を
ゆ
っ
く
り
と
縦
断
し
て

い
っ
た
台
風
10
号
。
各
地
に
豪
雨
・
大
雨

の
被
害
を
与
え
、
河
川
付
近
で
は
水
か
さ

が
急
増
し
て
氾
濫
す
る
の
で
は
な
い
か

と
、
流
域
の
人
た
ち
を
や
き
も
き
さ
せ
て

き
た
。
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
役
所

場
所
か
ら
反
対
側
に
行
く
た

め
に
こ
の
陵
北
大
橋
を
使
う

と
、約
20
～
30
分
く
ら
い
か
か

る
。
生
活
の
便
利
の
た
め
に
、

何
か
良
い
手
は
な
い
か
と
思

っ
て
し
ま
う
。

橋
の
話
と
な
る
と
、ど
う
し

て
も
保
田
與
重
郎
著『
日
本
の

橋
』を
思
い
出
し
て
し
ま
う
。

西
洋
の
橋
が
建
造
物
と
し
て

の
永
久
橋
で
あ
る
の
に
対
し

て
、日
本
の
橋
は
木
や
蔓わ

ら

な
ど

で
作
ら
れ
、
生
活
の
中
に
溶
け
込
ん
で
い

た
。
保
田
は
、
西
洋
と
日
本
の
橋
は
こ
ち

ら
と
あ
ち
ら
を
結
ぶ
交
通
で
は
共
通
し
て

い
る
が
、
人
文
的
意
味
や
抽
象
的
意
義
で

は
違
う
と
い
う
。
映
画
な
ど
で
川
が
流
れ

て
い
る
映
像
か
ら
橋
を
渡
っ
て
い
く
情
景

に
、
此
岸
か
ら
彼
岸
と
の
暗
示
を
感
じ
て

い
た
世
代
に
と
っ
て
は
、
橋
に
あ
る
種
の

か
ら
記
録
的
大
雨
の
た
め
土
砂
災
害
警
戒

情
報
が
発
表
さ
れ
、
メ
ー
ル
で
警
戒
レ
ベ

ル
４（
避
難
指
示
）、
避
難
所
開
設
情
報
が

送
ら
れ
て
き
た
。
テ
レ
ビ
の
台
風
情
報
・

ニ
ュ
ー
ス
を
観
な
が
ら
、
あ
る
橋
の
こ
と

を
思
い
浮
か
べ
た
。「
流
れ
橋
」
で
あ
る
。

一
般
的
な
構
造
物
の
橋
で
は
増
水
し

て
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
流
木
を
始
め
、

様
々
な
残
留
物
を
橋
げ
た
な
ど
が
せ
き
止

め
る
こ
と
で
氾
濫
の
要
因
と
な
る
。
し
か

し
、流
れ
橋
と
は
そ
れ
ら
を
な
く
す
た
め
、

橋
自
体
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
り
流
れ
る
よ
う

に
造
ら
れ
た
橋
だ
。
も
ち
ろ
ん
バ
ラ
バ
ラ

に
な
っ
た
橋
の
部
材
な
ど
は
岸
や
橋
脚
な

ど
に
結
ば
れ
て
い
て
、
流
れ
を
妨
害
し
た

り
は
せ
ず
、修
復
に
利
用
さ
れ
る
。

有
名
な
流
れ
橋
と
言
え
ば
、
木

津
川
の
下
流
に
あ
る
上
津
屋
橋
を

思
い
浮
か
べ
る
人
が
多
い
だ
ろ

う
。
景
観
的
に
も
映
画
・
テ
レ
ビ

に
も
よ
く
登
場
す
る
木
造
橋
だ
。

長
さ
３
５
６
・
５
メートル
、
幅
3
・
3

メートル
の
日
本
最
長
級
の
木
橋
で
、
増

水
す
る
と
床
板
が
流
れ
る
よ
う
に

作
ら
れ
て
い
る
。
今
年
5
月
初
め

に
見
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た

が
、
昨
年
の
台
風
7
号
で
被
災
し

復
旧
中
の
た
め
見
送
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
急
に
思
い
出
し
た
の
か

も
し
れ
な
い
。

小
さ
く
地
味
だ
が
、
地
域
住
民

萬
年
橋
、隅
田
川
の
両
国
橋
、大
川
橋（
吾

妻
橋
）な
ど
な
ど
。
萬
年
橋（『
約
束
』）で

は
「
５
年
経
っ
た
ら
、
二
人
で
ま
た
会
お

う
」
と
約
束
し
た
幼
馴
染
。
娘
が
奉
公
に

出
る
と
男
の
仕
事
先
に
伝
え
に
来
た
時
の

約
束
。
５
年
の
歳
月
が
「
二
人
と
も
少
し

ば
か
り
、
大
人
の
苦
労
を
味
わ
っ
た
と
い

う
こ
と
な
ん
だ
」「
少
し
じ
ゃ
な
い
わ
」
―

―
そ
し
て
…
…
。
両
国
橋
で
「
朝
と
夕
方

と
、一
日
に
二
度
会
う
」
娘
を
眼
で
探
し
、

見
つ
け
る
と
「
胸
が
躍
っ
た
」
男
。
勝
手

に
娘
の
仕
事
先
を
想
像
し
て
い
た
が
―
―

（『
思
い
違
い
』）。
橋
を
渡
る
と
自
由
に
な

る
、
豊
か
に
な
れ
る
と
考
え
ら
れ
、
橋
は

別
の
世
界（
未
来
・
未
知
）へ
の
出
口
で

あ
り
故
郷
へ
の
入
り
口
で
あ
り
、
新
た
な

出
会
い
の
ス
タ
ー
ト
地
点
で
も
あ
っ
た
。

そ
し
て
橋
の
広
場
は
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
も

あ
り
、
芸
能
・
文
化
の
発
信
地
的
な
と
こ

ろ
で
も
あ
り
、人
情
の
通
い
路
で
あ
っ
た
。

思
い
を
重
ね
て
し
ま
う
。

橋
に
ま
つ
わ
る
一
連
の
そ
う
し
た
物
語

に
、藤
沢
周
平
著『
橋
も
の
が
た
り
』
が
あ

る
。
市
井
に
生
き
る
江
戸
庶
民
の
男
女
の

姿
を
綴
っ
た
下
町
の
本
所
、
深
川
を
中
心

と
し
た
短
編
集
だ
。
舞
台
と
な
る
の
は

の
生
活
利
便
性
の
た
め

に
架
け
た
“
手
造
り
”

で
、
素
朴
そ
の
も
の
の

流
れ
橋
も
あ
る
。
増
水

し
て
た
び
た
び
流
れ
る

ご
と
に
、
地
域
の
人
た

ち
が
修
復
し
て
き
た
、

簡
素
な
作
り
で
八
王
子

の
北
浅
川
に
か
か
る
橋
。
江
戸
時
代
か
ら

あ
っ
た
と
い
う
話
だ
が
、
道
路
整
備
な
ど

に
よ
っ
て
河
川
管
理
を
し
て
い
る
都
は
、

河
川
法
上
の
違
法
工
作
物
と
し
て
警
告
板

を
近
く
に
建
て
て
い
る
。
こ
の
流
れ
橋
の

上
流
数
百
メートル
の
と
こ
ろ
に
永
久
橋
の
陵
北

大
橋
が
か
か
っ
て
い
て
、
流
れ
橋
の
あ
る

小名木川が隅田川に合流するところにある。「今の萬年橋
は元番所の橋とあり」とある（『武江年表』1680（延宝8）
年）。この近くに小名木川を通る船の荷を改める「川船番
所」があったが移設された。この付近から、隅田川で一番
美しいといわれる清洲橋の眺望を愛でる人が多いという。

1698（元禄11）年に架けられた。「橋上至って高し」と
あり見晴らしはよかったようで、「風光さながら画中に
あるがごとし」とその眺望の良さを称えられていた。

萬年橋萬年橋

永代橋永代橋

北浅川の流れ橋北浅川の流れ橋

初めは「大橋」と名付けられていたが、1693（元禄６）年に
新大橋の架橋で両国橋に改められた。明暦の大火で広小
路と呼ばれる火除け地が設けられ、見世物小屋・水茶屋な
ど江戸有数の盛り場となった。

両国橋両国橋

思いが行き交い出会う場所思いが行き交い出会う場所

流
れ
橋
か
ら

流
れ
橋
か
ら

　流
れ
出
し
て
…
…

流
れ
出
し
て
…
…

橋
も
の
が
た
り
を
思
い
出
し

橋
も
の
が
た
り
を
思
い
出
し



第1305号 ２０２４年（令和６年）９月25日 （ 8 ）特 集

〈後　援〉  東京都、環境省、関東運輸局、東京運輸支局、警視庁交通部、渋谷区、東京商工会議所
〈協　力〉  東京労働局、自衛隊東京地方協力本部、東京消防庁渋谷消防署、日本自動車連盟東京支部、警視庁代々木警察署
〈協　賛〉  いすゞ 自動車首都圏、南関東日野自動車、三菱ふそうトラック・バス南関東ふそう、UDトラックス、ブリヂストンタイヤソリューションジャパン、関東陸運振興センター
　　　　  自動車事故対策機構東京主管支所、東京都トラック運送事業協同組合連合会、あいおいニッセイ同和損害保険、東京海上日動火災保険、三井住友海上火災保険、

損害保険ジャパン、三多摩自動車協会、関東交通共済協同組合、東京自動車販売協会、アスア、新日本流通新聞社、物流ニッポン新聞社、カーゴ・ジャパン、ヨシオ、
日本海事協会、東京都自動車会議所、自動車安全運転センター東京都事務所、有富商会、フィリップモリスジャパン、物流産業新聞社、伊藤園葛飾支店、同江戸川
支店、同足立支店、日本スポーツ推進機構、ニチコン、東ト協会員事業者（多数） ※順不同

　「
ト
ラ
ッ
ク
フ
ェ
ス
タ
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
２
０
２
４
」で
は
、

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

や
本
部
・
支
部
ブ
ー
ス
な
ど

様
々
な
催
し
に
よ
り
、
一
般

都
民
に
業
界
の
交
通
安
全
・

環
境
保
全
の
取
り
組
み
や
、

暮
ら
し
を
支
え
る
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル
。

　
今
年
１
月
の
能
登
半
島
地

震
の
発
生
を
契
機
と
し
て
、

ト
ラ
ッ
ク
輸
送
が
災
害
時
の

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
確
保
の
た
め

日
頃
か
ら
備
え
て
い
る
こ
と

を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
被

災
地
で
活
躍
す
る
自
衛
隊
の

車
両
な
ど
を
展
示
。
あ
わ

せ
て
、
能
登
半
島
地
震
の
被

災
地
支
援
の
た
め
、「
石
川
・

能
登
復
興
支
援
ブ
ー
ス
」
を

出
展
し
、
地
元
特
産
品
や
チ

ャ
リ
テ
ィ
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
販

売
、募
金
活
動
を
行
っ
た
。

　
フ
ェ
ス
タ
の
最
後
、
野
外

ス
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
た
ク
ロ

ー
ジ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
、

森
本
勝
也
副
会
長（
フ
ェ
ス

タ
実
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー

ダ
ー
）は
、「
天
災
は
忘
れ
た

頃
に
や
っ
て
く
る
。
非
常
時

に
は
、
我
々
物
流
業
界
が
警

察
、
消
防
、
そ
し
て
自
衛
隊

の
皆
様
と
タ
ッ
グ
を
組
み
、

国
民
の
生
活
を
守
る
ラ
ス
ト

ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
の
役
割
を

担
っ
て
い
き
た
い
」と
述
べ
、

来
場
者
や
関
係
者
に
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
た
。

トラックフェスタを通じてトラックフェスタを通じて
被災地への復興支援被災地への復興支援

災害支援車両エリアで活躍する
トラックを展示

自衛隊の派遣車両が出動

起震車で実際の揺れを体験

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

　
　
　
　業
界
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル

　
　
　
　業
界
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
で

　
　
　
　業
界
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル

　
　
　
　業
界
の
役
割
を
ア
ピ
ー
ル

石川・能登復興支
援ブースでの特産
品販売や募金活動。

復興支援ブースを紹介する
原玲子副会長（女性部本部
長）㊨と石川県トラック協会
青年部会員の山本外志男氏。

災害発生時に出動する東ト
協の輸送隊の車両を展示し
たほか、東ト協ブースでは、
災害復興をテーマとしたパ
ネルや新聞広告を展示。

森本副会長

警視庁交通部の交通安全教室

フェスタオリジナルキャラクターによる交通安全ビンゴ大会

キッズダンスチーム・スリーセブンのパフォーマンス

東京農業大学全学応援団吹奏楽部の演奏


